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亮

蒙
古
族
政
灌

を
倒

し
て
漢

民
族

に
よ
る
天
下
の
統

一
を
實

現
し
た
明
の
太
組

は
、
科
墾
制

を
復

活
し
、
國
家
教

學
の
基

本
と
し
て
朱
子
學
に
よ

つ
て
思
想
的

統

一
を
計
ら
ん
と
し
た
。

し
か
し
な

が
ら

か

ゝ
る
意
圖

の
も

と
に
着

々
復

興
さ

れ
た
朱
子
學
の
流
行
は
官
學

と
し

て
の
形
式
化
を
招
來
し
、

こ

ゝ
に
新

に
王
陽

明

(
一
四
七
二

一
五
二
九
)

に
よ
る
圭
観
的

・
行
動
的
。

實
践
的
な

「
致
良

知
」
に

つ
き
る
新
し

い
哲
學
が
提
唱
さ
れ
、

明
代
後

期

の
思

想
界
を
風
廃
す
る

の
状
を
呈
す
る
に

い
た

つ
た

の
で
あ
る
。

王
陽
明

の
佛
教

に
野
す
る
批
評
は
、

學
三
攣
す

(
髄
章

佛
老
-

儒
)
と
言
わ
れ
た
彼

の
経
歴

か
ら
も
知
ら
れ
る
如

く
、
其

の
本
質
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か

つ
た
。
佛
教
は
相

に
著
せ
ず
と
構
し

な
が
ら
、

其

の
實
甚

だ
し
く
相
に
執
着
し
て

い
る
で
は
な

い
か
。

「
佛
は
父
子

の
累
を

お
そ
れ
て
父
子

の
わ
く
を
抜
出
し
、

君
臣
の
累
を

お
そ
れ

て
君
臣

の
わ

く
か
ら
抜
出
し
、
夫

婦
の
累

を
お
そ
れ
て
夫
婦
の
わ
く
か
ら
抜
出
し
た
。
す

べ

て
父
子

・
君
臣

・
夫
婦

の
相

に
執
着

し
て
逃
避
を
は
か

つ
た

も

の

に

す

ぎ

な

い
。
」
(
傳
習
録
下
)

と
し
佛
者

の
慈

悲
心

を
以

て
肉
を
食
せ
ず
と
す
る
が
如
き

も
、

一
方
に
於

て
は
穀
類
を
食
せ
ざ

る
を
得
な

い
人
間
生
活

の
必
然
性

と
、

愛

の
差
等
を
認
め

て
此

の
問
題
を
解
決
す
る
徹

底
し
た
陽
明
學

の
理
論
追
及
も
、

そ

の
後
縫
者

に
よ

つ
て
、
佛
教
批
剣

乃
至
は
佛
教

の
教
読
を
以
て
己
れ

の
読
を

扶
け

つ
」
佛
教
を
排
撃
す
る
立
場
を
放
擁
し

て
、
か
え

つ
て
佛

教
に
親
近
せ
ん

と
す

る
傾
向
を
生
じ
た
。

王
畿

(
龍
渓
)
・
王
艮
等
が

そ

の
圭
流

を
な
し
た
と

い
わ
れ
る
。

王
艮

(
心
齋

先
生

一
四
八
三

一
五
四

一
)
は
泰
州

の
人

で

「
艮

本
狂
士
。
往

々
駕
師
読
上
之
。

持
論
盆
高
遠
。

出
入
於

二
氏
」
(
明
吏

巻

二

八

三
)
と
構

せ
ら

れ
、
ま
た
黄
宗
義
に
よ

つ
て

「陽

明
先
生
之
學
有
泰

州

・
龍
漢

而
風
行
天
下
。

亦
因
泰
州

・
龍
漢
而
漸
失
其
傳
。

泰
州

・
龍
漢
時
時
不
満
其
師

読
。

盆
啓
撰
曇
之
秘
。

而
麟
之
師
。
蓋

晒
陽

明
而
爲
渾
」
(
明
儒
學
案

巻

三

十

二
)

と
許

せ
ら
れ

て
い
る
。

か
く
王
艮

の
泰
州

學
派

と
並
び
構
さ
れ
る
王
龍
漢

(
一
四
九
八
-

一
五
八
三
)
も

亦
、
師
読
を
承
け

つ

ゝ
猫
師

読
に
駕
し
て
こ
れ

に
く
わ
う
る
と

こ
ろ
が
あ

つ
た
。

か

の
同
門

の
銭
徳
洪
と

の
四
句

教
法
に

つ
い

て

の
話
柄
は
有
名
な
事
實

で
あ
る
が
、
彼

が

「
徳
洪
徹
悟
不
如
畿
、

畿

持
循
不

如

徳
洪
。

然
畿
寛
入
於
暉
。

而
徳
洪
猫
不
失
儒
者
矩
薙
云
。
」
(
明
史
巷

二
八
三

鏡
徳

洪
傳
)
と
さ
れ
、

ま
た
、

「善
談

説
能
動
人
。
所
至
聴
者
雲
集
。
毎
講
雑

以

暉
機
。

亦
不
自
誰
也
。
」
(
同
王
畿
傳
)
と
傳

せ
ら
れ

丘
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
、

王
龍
漢
が
陽
明

の
立
場

を
超

え
て
、
暉

に
泥

ん
だ
と

い
わ
れ
る
所
以

で
あ

る
。

か

ゝ
る
明
史

等

の
批

評
に
も

か

」
わ
ら
ず
、

は
た
し
て
王
龍
漢

が
儒
家

の
立

場

を
忘
れ

て
、
暉
機

に
傾

倒
し
た
か
に
つ
い
て
は
若
干

の
疑

聞

な

き

を

得

な

い
。
老
子
に
虚

と

い
え
ば
儒

に
も

寂
あ
り
、

世

の
儒

者
は
そ

の
根

本
を

お
し

は

か
ら
ず
し
て
、

い
た
ず

ら
に
繹

・
老

二
氏
を
異
端
と
す

る
の
は
普
遍
的
な
議
論

で
は
な

い
と
し
て
、
儒
佛
道

三
教

の

一
膿
を

の
べ
た

「
三
教
堂
記
」

の
如
き
読

(
王
龍
漢
先
生
全
集

巻
十
七
)
は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
、
彼

が
佛
教
に
深

い
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理
解
と
同
情
を
示
し
た
こ
と
は
疑
を
い
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
楚
個
子
が
老
・

佛
の
虚
無
と
、
儒
家
の
學
と
の
同
異
を
た
ず
ね
た
時
に
、
「吾
が
儒
の
本
宗
を

明
白
に
し
て
の
ち
羅

・
老
二
氏
の
説
を
も
そ
の
同
異
を
辮
別
で
き
る
の
で
あ
る

と
し
、
徒
ら
に
名
象
に
泥
み
と
ら
わ
れ
る
」
こ
と
を
戒
め

(
全
集
巻
四
、
東
遊

會
語
)
、ま
た

「先
師

(
王
陽
明
)
は
吾
が
儒
と
佛
學
は
不
同
で
あ
り
、
た
ゞ

毫
髪
の
闇
も
相
混
ず
べ
か
ら
ず
と
し
、
貴
方

(吾
蘂
の
陸
子
)
も
ま
た
、
儒
佛

の
學
は
同
じ
か
ら
ず
。
相
混
ず
べ
か
ら
ず
と
い
う
、
言
同
じ
き
に
似
て
い
る

が
、
然
も
先
師
は
儒
に
重
黙
が
あ
り
、
貴
下
は
佛
に
重
黙
を
お
い
て
い
る
。
も

と
も
と
儒
佛
は
太
盧
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
太
盧
の
中
、
重
を
読
き
、
輕
を
説

く
こ
と
は
な
い
」
と
し
、
「道
固
並
行
不
相
惇
也
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
注

目
す
べ
き
で
あ
る

(全
集
巻
六
、
答
五
豪
陸
子
問
)
。ま
た
、
修
道

の
方
法
と

し
て
彼
が
と
り
あ
げ
た
知
行
合

一
の
読
の
如
き
も
、
「吾
人
絡
日
鷹
酬
不
離
見

在
。
千
緒
萬
端
皆
此

一
念
。
爲
之
圭
宰
。
念
蹄
於
一
。
精
神
自
不
至
流
散
。
如

馬
之
有
轡
街
。

一
念
明
定
。
便
是
緯
煕
之
學
。

一
念
者
無
念
也
。
印
念
而

離
念
也
。
故
君
子
之
學
。
以
無
念
爲
宗
。」
(全
集
巻
十
五
、
趨
庭
護
語
付
慮
斌

見
)
と
し
、
ま
た
か
く
し
て
こ
そ
生
死
の
輪
廻
を
脱
し
得
べ
し
と
し
て
、
「入

之
有
生
死
輪
廻
。
念
與
識
爲
之
崇
也
。
念
有
往
來
。
念
者
二
心
之
用
。
或
之
善
。

或
之
悪
。
往
來
不
常
。
便
是
輪
廻
種
子
。
識
有
分
別
。
識
者
獲
智
之
紳
。
條
而

起
。
條
而
滅
。
起
滅
不
停
。
便
是
生
死
根
因
。
此
是
古
今
之
通
理
。
亦
便
是
見

在
之
實
事
。
儒
者
以
爲
異
端
之
學
。
誰
而
不
言
。
亦
見
其
惑
也
。
至
人
無
心
。

則
念
息
。
自
無
輪
廻
。
識
攣
爲
知
。
至
人
無
知
。
則
識
室
自
無
生
死
。
爲
凡
夫

言
。
謂
之
有
可
也
。
爲
至
人
言
。
謂
之
無
可
也
。」
(
全
集
巻
十
五
、
新
安
斗
山

書
院
會
語
)
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
王
龍
漢
の
佛
教

揮

に
封
す
る
知

識
の
深
さ
を
知
る
。
ま
た
良
知
を
読
明
し
て
、
習
氣
人
欲
を
破
除
し
た
の
ち
に

良
知
が
致
さ
れ
る
の
で
な
く
、
良
知
そ
の
も
の
が
そ
れ
を
破
除
す
る
利
刀
で
あ

り

(
全
集

巻
十
七
、
術
賢
晶
徳
説
)
、
こ

れ
を

氣

と
い

ゝ
蓋
性

と
い

ゝ
、
立
命

と

い
う
。

良
知
そ

の
も

の
が
天
で
あ
り
、

さ
れ
ば

こ
そ
知

の

一
字
は
衆
妙

の
門

で
あ

る

(
全
集

巻
十

七
、
易
測
授
張
叔
學
。

知
之

一
字
衆
妙
之

門
は
宗
密

の
縄

-源
諸
詮
集
都
序

に
見
え

る
著
名
な
句
で
あ
る
)
。
黄
宗
義
が
、
肺

読

を

こ

え
、

ま
ろ
く

撰

曇

の
秘

を
啓

く
と
す
る

の
は
故
な
し
と
し
な

い
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
師

王
陽

明
以
來

の
、
儒
教
は
輕
世

の
學
で
あ
り
、

佛

老

は
出
世

の
學
で
あ

る
と
す

る
根
本
的
な
立
場
を
超
越
し
た
も

の
で
は
な

い
。
道

佛

の
お
か
し
た
誤
り
は
、
「
以
て
天
下
國
家
を
治
む

べ

か
ら

ず

」
と
批
到

し
た

と

こ
ろ

で
あ

つ
て
、
儒
家

の
聖
も
、

道
家

の
塞
、

佛
教

の
寂
も

そ

の
始

め
は
毫

驚

の
差
で
は
あ

つ
て
も
、

實

は
千
里

の
ひ
ら
き

の
根
本
と
な
る
も

の
で
あ

る
。

佛
家
に
上
は
父
母

の
思
に
報

い
、
下

は
妻
子

の
養
を
樂
う
と

い
つ
て
お
り
、

未

だ
か

つ
て
人
倫

の
理
を
遺
棄

し
て
は

い
な

い
。
た

ゞ
父
子

の
縁
は
重
く
、

夫
婦

の
情
愛
が
深

い
か
ら
、
佛

家
は
其

の
き
つ
な

に
ひ
か
れ
て
、
繋

縛
か
ら
脱

し
得

な

い
こ
と
を

お
そ
れ
て
、

下
根

の
衆

生

の
た
め
に
説
法
し
て
戒
を
立
て
た

の
で

あ

つ
て
い
わ
ば
椹

の
法

で
あ
り
、

上
根

の
衆

生
に
は
世
間
法
に
わ
た
る
こ
と
な

く
、

一
切
卒
等

で
淫
怒
擬
を
そ

の
ま

」
戒

定
慧

と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
眞
實

の
法

を
読

い
た
の
で
あ
る

か
と
す
る
問
に
勢
し
て
、
佛
家

が
棄
子

の
養
を
願

い
つ
、

も
、

つ
い
に
淫
欲

を
薗
ず
る
を
以

て
教
門
と
せ
ざ

る
を
得
な

か
つ
た
の
は
、

佛

家
が
情

に
心
を
う
ば

わ
れ
、
相

に
執
着
し
た
か
ら
で
あ

る
。
現
實

よ
り

の
逃
避

に
も

か

ゝ
わ
ら
ず
、

つ
い
に
淫
欲
を
断

つ
て
、
佛
教

の
種
類

が
断
絶
し
た
な
ら

ば

何
人
に
法
を
傳

え
、
衆
生
を
度
す
る
所
以
と
す

る

の
で
あ

ろ
う

か
。
ま

こ
と

に
賢

知
者

の
過

と
い
う

べ
き

で
あ
ろ
う
と
し
て

い
る

(
龍

漢

會

語

巻

五
)

の

は
、

や
は
り
儒
家

の
根
本
態
度

に
立
脚
し
た
佛
教
批
釧
と
言

い
う

る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

同
檬

の
こ
と
は
、
佛
氏

が
普
度
衆
生
不
惜

身

命

を

読

く

の

に
、
儒
者
は
專

ら
自
私
自
利

を
読
く

は
こ
れ
ま
た
扶
教
護

法

の
言

と
す

べ
き
だ

王
龍
漢
に
お
け
る
佛
教

の
理
解
 
(
牧

田
)
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ろ
う
か
と

の
疑
問
に
樹
し
て
、
佛
家
は
無
縁

の
慈
を
行

じ
て
悉
く
衆
生
を
度
し

て
同

じ
く
寂
滅
に
露
す

と
い
う

の
は
、
我

々
の
世
界

(
現
成
界
)
と
は
全
く
交

渉

の
な

い
と

こ
ろ
で
、
吾

が
儒

の
物
と
同
騰
和
暢
訴

合
す

る
の
と
は
立
場
を
異

に
し
て
い
る

こ
と
を
答
え
て
い
る

の
も
記
憶
さ
れ
て
よ
,い

(
會

語

巻

五
)
。
儒

家

が
世
間

の
學
で
あ
り
、
佛
家
が
出
世
間

の
學

で
あ
る

と
す
る

の
は
古
く
か
ら

の
批
評
で
あ

る
が
、

こ
と

に
こ
の
こ
と
が
強

調
さ
れ
る

の
は
、
明
中
期
以
後

、

経
世
實
用

の
學
が
思
想
界
を
風
廃
す

る
に

い
た
つ
た
肚
會
構
成
を
知
る

こ
と
に

よ
つ
て
理
解

さ
れ
る
。
當
代
に
お
け
る
儒
佛
通
貫

の
読
は
思
想
界

の
大
勢

と
す

ら
な

つ
て
い
る
し
、
檜
家

の
中
に
も
、
儒
學

に
深

い
造
詣
を
示
し
論
語
解
・

中

庸
直
指

(徳
清
)
、
四
書
縞

釜
解

・
周
易
暉
解

(
智
旭
)
等

の
著
書
す

ら
行

わ
れ

て

お
り
、
ま

た
、
「
爲
僧
而

不
築
外
學
。
癩
而
愚
。
非
博
也

。
難
乎
其
高

。
爲

儒

而
不
究
内
典
。
庸

而
僻

。
非
通
也
。
烏
乎
其
大
。
株
守
而
弗
移
。
自
書

而
無

進

。
塞
腹
高
心
拘
塊
束
教

。
絡
飴
笑
於
大
方
也
巳
奏
」
(
繹
氏
籍
古
略
綾
集
序
)

と
さ
れ
、
儒
佛
道
三
教

の
混
融
し
た
中
に
、

一
の
安

心
立
命
を
得
ん
と
し
た
時

代

の
動
向
を
無
観
す
る

こ
と
は

で
き
な

い
。
當

時

の
中
國
人
に
よ

つ
て
理
解

さ

れ
、
受
容
さ
れ
た
佛
教

が
、
す

で
に
階
唐
時
代
に
お
け
る
よ
う
な
、
は

つ
き
り

と
し
た
教
到
に
立
脚

し
て
い
る
も

の
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
超

越
し
て
、
或

は
全

く
無
覗
し
て
、
中
國
人

の

「
創
作
」
し
た
新
し

い
形

を
も

つ
た
宗
教
が
、
佛

教

の
名

の
も
と
に
行
わ

れ
て
い
た

こ
と
も
顧
り
み
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
そ
れ
は

外
國

の
教
で
あ

る
佛
教

の
前
進
で
あ
り
、
本
國

の
教

で
あ

る
儒

教

の
退
歩
を
意

味
す

る
も

の
で
あ
る
。

か

ゝ
る
風
潮

の
中
に
、
佛
教
を
さ
し
お

い
て
は
儒
教

の

教

読
も
語

れ
な

い
と

い
う
よ
う
な
情
勢

が
か
も

し
出
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
は

注
目
に
値

し
よ
う
。
朱
子
が
儒
繹

の
相
違
黙

を
論
じ
て
、
繹

氏

の
唯
心
論
を
排

し
て

い
る
ボ
、
陸
象

山
は
羅
氏
に
近
づ

き
、
そ

の
門

下

の
楊

簡
は
離
坐

の
工
夫

を
重
ん
ず

る

「
狂
輝
」
に
堕
し
た
。
胡
敬
齋

の
読
は
羅

氏
具
ハ性

の
読
と
許
せ
ら

れ
、
王
陽

明
も

「以
知

畳
爲
性
」
印

ち
心
を
以
て
理
と
な
す

こ
と
は

「
佛

氏
之

所
謂
性
。
畳

而
巳

」

と
羅

整
庵

に
よ

つ
て
批
到
さ
れ
て
い
る
ほ
ど

で
あ

る
。

王
龍
漢

が
、
師

読
を
超

え
て
暉

に
没

し
た
と
構
さ
れ
る

の
も
所

以
な

し
と
し
な

い
か
の
如

く
で
あ

る
が
、
如

上

の
佛
教

に
醤
す
る
儒

教

の
根

本
的

立
場

を
固
守

し
て
い
る

の
を
み
る
と
き
、
な
お
、
明
代
儒
家

の
佛

教
観

乃
至
佛
教
受
容

に

一

つ
の
極
限

の
あ

る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
な

い
。

陽

明
の
學

と

い
う
広

の
は
佛
教

の
読
を
か
り
て
で
き

て
い
る
も

の
で
し
よ
う

か
と
の
問

に
答

え
た
王
龍
漢

の
答
は
此

の

一
つ
の
限
界
を

示
し

て
い
る
も

の
で

あ

ろ
う
。
「
非
也

。
非
惟
吾
儒

不
借
暉
家
之
路
。
灘
家
亦

不
借
儒
家
之
路

。
昔
香

嚴
童

子
問
濡
山
西
來
之
意

。
儒
山

日
。
我
読
是
我
的

。
不
干
汝
事

。
終

不
加
答
。
」

と
て
、
潟
山

の
話
柄
を
拉

し
き

た
つ
て
、
陽
明

の
學
は
そ
れ
自
騰
有
る
も

の
で

あ
り
、
吾

が
儒

は
暉
家

の
道

を
借
ら
ず
、

の
み
な
ら
ず

「
今

日
良
知
之
読

。
人

敦

不
聞
。
却
順
自
悟

。
始

爲
自
得
。
自
得
者
。
得

自

本

心
。
非
得
之
言
也

。」

(
全
集

巻
七
、
南

遊
會
紀
)

と
断
じ

て
い
る

の
は
、
世

上
輝

に
泥

ん
で
儒

を
忘

れ
た
と
評

さ
れ
る

王
龍
漢

に
、
儒

の
本
源
に
た

つ

一
面
の
こ
と
を
物
語
る
も

の

で
あ
り

、
こ
れ
は

「
門
外

の
費
」

で
あ
り
、
遽
に

「自

己

の
家
珍
」

と
は
な
ら

な

い
。
入

心
は
本

來
虚
寂
で
あ
り
、
原
來
、
聖
に
入
る

の
眞
路
頭

で
あ
り

、
儒

家
に
お

い
て
之

は
儒

と
な
り
、
暉
家
之
を
得
る
と
き
暉

と
な

る

広

の

で

あ

つ

て
、
も
と
よ
り
他
を
借
り
て
こ
れ
を
己

れ
の
も

の
と
す

る

の
で
は
な

い

(
全
集

巻
七
、
南
遊
會
紀
)

の
で
あ
り
、
儒
家
よ
り
排
撃

さ
る
べ
き
佛
老

の
中

に
、
儒

た
る
べ
き
も

の
を
見

、
儒

家

の
中

に
か
え

つ
て
異
端
を
見

る
こ
と
の
反
省

を
な

し

つ
瓦
も

(
全
集
巻
十

七
、
三
教
堂
記
)
、
王
龍
漢
が
己
れ

の
佛
教

理
解

に

明

白
な

一
線

を
劃

し
て

い
る

こ
と
は
、
明
史
に

「畿

寛
入
於
輝
」

と
評
す
る

の
過

言

で
あ
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
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